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市民の皆さまによって持ち込まれたごみの受け入れを行う施設
です。びん、ペットボトル、プラスチック製容器包装、かん類、衣類
などを選別して、ストックヤードに保管します。
また、ごみを集めたごみ収集車が車ごとごみの重さをはかる
設備があります。

市内の家庭や事業所から排出される燃えるごみの焼却および
可燃性の粗大ごみや剪定枝などの破砕を行います。燃える
ごみは、ストーカ式の焼却炉で安全・安定・安心な焼却処理を
行います。また、可燃性の粗大ごみは破砕設備で細かくして
から、焼却処理します。剪定枝は破砕機でチップ化、植繊機で
ミンチ化することで、再利用できます。

工場棟

富士市新環境クリーンセンターは、循環型社会、低炭素社会、自然と共生するまちづくりを
実現するための中心的施設として令和２年から運転を開始しました。
ここでは、市内の家庭や事業所から排出されるごみの安全・安定・安心な処理を行うとともに、
ごみの持つエネルギーを回収し、温水や電気をつくり有効に活用しています。
また、持ち込まれたごみを分別保管する場所を設置することで、資源循環に貢献しています。
さらに、ごみ処理のしくみを学べる見学コース、環境活動や学びの場となる「ふじさんエコトピア」、
温水を活用したお風呂を楽しむ「ふじかぐやの湯」、
自然環境を体感できる屋外啓発ゾーン・森林環境創造ゾーンをそなえています。
富士山麓の豊かな自然に囲まれた富士市新環境クリーンセンターは、
安全と安心を約束する資源循環パークとして、
環境との調和、地域との融和、そして富士山との融合をめざしていきます。

令和2年10月

はじめに

新環境クリーンセンターは、安全・安定・安心なごみ処理を行うとともに、
市民の皆さまが環境を学び、体験、活動をする場を創出することで、
富士市の環境拠点として信頼される施設をめざしています！

資源回収棟

屋外には、富士山麓の自然環境に触れながら環境を楽しく体感
することができる２つのゾーンがあります。
屋外啓発ゾーンは地域の憩いの場となる空間、森林環境創造
ゾーンは富士山南麓をイメージし、富士特有の自然豊かな空間
となるように整備しました。

屋外啓発ゾーン・森林環境創造ゾーン循環啓発棟

工場棟でつくられる熱を利用したお風呂を楽しむ施設です。
レストランや大広間などの設備も充実しているため、ゆっくり
と過ごすことができます。

余熱利用体験施設「ふじかぐやの湯」

自主排出基準

項　　目

排ガス基準
（O212%換算）

楽しみながら、3Rや環境を学べる施設です。また、環境をテーマ
にしたイベントも不定期に開催します。

修理再生施設「ふじさんエコトピア」

施設概要

資源回収棟

循環啓発棟

施設名称 ： 
所 在 地 ： 
敷地面積 ： 

富士市新環境クリーンセンター
静岡県富士市大淵676番地
74,381.68㎡

●循環啓発棟
建築面積 ： 
構　　造 ：

3,781.04㎡
鉄骨造、地上1階（軒高：6.2ｍ）

●資源回収棟
建築面積 ： 
構　　造 ：

2,596.21㎡
鉄骨造、地上1階（軒高:6.7ｍ）

●工場棟
建築面積 ： 
構　　造 ：

焼却施設 ：

破砕設備 ：

破砕設備 ：

6,381.82㎡
鉄骨鉄筋コンクリート造、鉄筋コンクリート造、鉄骨造、
地下2階地上5階（軒高：30ｍ）、煙突（高さ：59ｍ）
焼却炉：連続運転式ストーカ焼却炉
処理能力：125t / 24h×2炉 計250t / 24h
蒸気タービン発電機：定格出力6,800kW
可燃ごみ破砕機

破砕機、植繊機

●その他
屋 外 啓 発ゾ ーン ：
森林環境創造ゾーン ：

約2,000㎡
約7,400㎡

詳細は3P～9P

詳細は11P～12P

詳細は13P詳細は10P

ばいじん

塩化水素

硫黄酸化物

窒素酸化物

ダイオキシン類

水銀

自主排出基準値

0.01g/㎥N

40ppm

20ppm

50ppm

0.01ng-TEQ/㎥N

0.03mg/㎥N

工場棟

（可燃性粗大ごみ）

（剪定枝）

01 02
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燃えるごみを処理するしくみをみてみましょう！
ごみからエネルギーを回収！！

周辺環境への配慮

厳しい自主排出基準による排ガス管理

工場棟には、燃えるごみを処理する焼却施設と、可燃性
の粗大ごみや剪定枝を破砕する設備があります。工場棟
では、市内の家庭や事業所から排出されるごみの安全・
安定・安心な処理を行うとともに、ごみから熱エネルギー
を回収し、電気や温水をつくっています。ごみのうち生ごみ
は、バイオマス資源とよばれるもので、燃やしても二酸化
炭素を排出しないとみなされる環境にやさしいエネル
ギーです。
また、ごみは焼却し灰にすることで、容積でいうと20分の
1まで小さくすることができます。ごみを燃やしたあとの
灰は建設・土木資材などの原料にリサイクルしています。
このように、工場棟では、循環型社会、低炭素社会、自然
との共生をめざす新環境クリーンセンターにふさわしい
ごみ処理を行っています。
実際に設備を見ながら、ごみ処理をわかりやすく学ぶ見学
コースも整備されています。皆さまの見学をお待ちして
います。

新環境クリーンセンターは、富士山麓の豊かな自然
環境のなかに位置しています。周辺の環境と共生
するため、環境負荷を低減できるよう工夫されて
います。

ごみを燃やすときに出る排ガスは、バグフィルタ、触媒
反応塔により、有害な物質が取り除かれます。きれいな
状態になったあと、煙突から外に出されます。排ガスは
測定をしており、結果を公表しています。また、厳しい
自主排出基準により排ガスを管理しています。

徹底した排水の管理
ごみを処理する工程から発生する排水は、排水処理
設備により、有害な物質が取り除かれたあと、下水道へ
放流されます。汚水から分離した汚泥は、ごみと一緒に
燃やして処理します。

工場棟

ごみピット

煙突

ごみクレーン

ごみホッパ

スライド
ゲート

投入扉

収集された家庭ごみ

可燃性の粗大ごみ

可燃ごみ
破砕機

ボ
イ
ラ

過
熱
器

エ
コ
ノ
マ
イ
ザ

バグフィルタ

蒸気式ガス
再加熱器

触媒反応塔

誘引通風機

押込送風機

白煙防止
送風機

蒸気式白煙
防止用
空気加熱器

脱
気
器

蒸気タービン発電機 熱交換器

タービン
排気復水器

焼却灰ピット

洗浄などから
発生する排水 灰沈殿槽灰汚水槽

鉄分ピット 固化飛灰
ピット

灰押出し装置

ストーカ下コンベヤ

排ガス
再循環送風機

集じん灰貯留槽

磁選機 灰クレーン

灰積出し
ホッパ

ごみの流れ
新環境クリーンセンターに集まってきた
ごみの流れを示しています。

排ガスの流れ
ごみを燃やすときに発生する排ガスの
流れを示しています。

灰の流れ
ごみを燃やすときに発生する焼却灰や
途中の工程で捕集される飛灰の流れ
を示しています。

水の流れ
処理のなかで使われる水の流れを示し
ています。

蒸気の流れ
処理のなかで発生する蒸気の流れを
示しています。

空気の流れ
処理のなかで使われる空気の流れを
示しています。

灰の
資源化工場

鉄の資源化工場

ボイラ
ドラム

低圧蒸気だめ高圧蒸気だめ

二次燃焼用
送風機

排水処理設備

プラットホーム

焼却炉

0.00

計量機
（資源回収棟）

「ふじかぐやの湯」へ
余熱供給

施設内で電気を利用
余った電気を売却
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工場棟

写真でみる工場見学
工場棟には、燃えるごみを焼却し、エネルギーを回収するしくみについて見学するコースが設置されています。紙面では、
プラント設備の写真をみながら、処理のしくみをご紹介します。安全・安定・安心なごみ処理や、効率的なエネルギー
回収のためのさまざまな工夫があります。見学コースではみることができない場所も写真でご紹介しています。

ごみの搬入（計量～ごみ投入）

計量が終わったごみ収集車は、プラット
ホームに向かいます。車は、ごみを投入
するための扉にバックで近づいて、後部
からごみを投入します。プラットホーム出入
口には、高速で開閉するシートシャッター
とエアカーテンが設置され、臭気を外に
もらさないようになっています。

ごみ収集車は、車ごと重さを
はかることができる計量機
でごみの重さをはかります。
ごみの重さを集計すること
で、ごみ減量のためのデータ
として役立てます。

市内から排出されるごみを
集めたごみ収集車は、新環境
クリーンセンターに集まって
きます。たくさんのごみを集
めるため、車は、何度か往復
します。

ごみは、よく撹拌されて均質
な状態になったあと、ごみ
ホッパから焼却炉に投入され
ます。ごみホッパは焼却炉の
入口になります。ごみクレーン
が一度にごみをつかむ量は
最大で5.5トンです。

1

ごみホッパに投入されたごみ
は、給じん装置で少しずつ焼
却炉のなかに押し出されて
いきます。少しずつ押し出す
ことで、安定的にごみを燃や
すことができます。 
焼却炉は、ストーカ式です。
ストーカとよばれる火格子が
階段状に並んでいて、ゆっくり
と前後に動きながらごみを
送っていきます。 
ストーカは、油圧シリンダに
よって動かしています。 
ごみは水分を含んでいるため、
乾燥工程を経て燃焼工程に
進みます。最後は灰になるまで
燃やしきります。

ごみの焼却3

ごみの撹拌2

ごみピットにためられたごみは、大きなごみクレーンで混ぜ
られます。ごみには水分が多く燃えにくい生ごみなどと、プラス
チック製品や汚れた紙ごみなどの燃えやすいものがあること
から、よく混ぜて安定して燃えやすい状態にします。この作業を
撹拌といいます。

ごみを投入し、ためる場所をごみピットといいます。ごみピットは
大きなごみ箱のような場所で、深さは約23メートルあります。
富士市内で排出されるおよそ10日分のごみをためておくことが
できます。

プラットホーム

ごみホッパ

給じん装置

油圧シリンダ

焼却炉

焼却炉内部

ごみピット

計量機
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工場棟

ごみのエネルギー回収・
有効活用

ごみを燃やすと高温の排ガスが発生します。排ガスは焼却炉と
一体となったボイラ内の管を通る水を蒸気に変えます。蒸気は
過熱器を通過することで、420℃4.7MPaの高温・高圧となります。

高温・高圧の蒸気は、蒸気タービン発電機に送られると、タービン
内部の回転翼を高速で回転させます。この回転するエネルギーで
最大6,800kWの電気をつくり出します。電気は施設内で使う
ほか、余った分は売却します。

ごみ処理工程から出る排水
は、排水処理設備できれいに
します。排水は、微生物の力や
薬品、ろ過器などによって
きれいにするしくみです。

触媒反応塔は、窒素酸化物
を分解する装置です。触媒は
ハチの巣の穴のようになって
います。

きれいになった排ガスは、
煙突を通って大気中に排出
されます。白煙防止装置に
より、煙突から煙が見える
ことはほとんどありません。
煙突は、外から見ると四角い
1本の柱に見えますが、実際
は内筒とよばれる2本の煙突
が中にあります。

ごみを燃やすときに発生する
排ガスには、有害な物質が
含まれていることから、無害
化する必要があります。バグ
フィルタの内部には、432本
のろ布が設置されており、
ばいじん、硫黄酸化物、塩化
水素、ダイオキシン類、水銀
などを除去します。

4

ごみ処理は、24時間休まずに行っています。その間、安全な運転
のために、コンピュータによる自動制御を行っています。中央
制御室には、おもな設備からリアルタイムで情報が送られてくる
ほか、監視映像でも確認することができます。交代制で、運転員も
常駐しています。

排ガス・排水処理5 灰と鉄のリサイクル6 施設の運転管理7

ごみを燃やすと灰になります。灰には、分別しきれなかった鉄分
などが含まれるため、磁石の力をつかった磁選機で、鉄分を
取り出します。取り出した鉄分はリサイクルします。灰は、資源化
工場に運ばれ、建設・土木資材の原料として再利用されます。

蒸気タービン発電機

バグフィルタ

触媒反応塔

内筒

中和槽、薬品混合槽 砂ろ過塔

灰クレーン

灰押出し装置

灰の積み出し

焼却灰磁選機 鉄分コンベヤ

触媒

監視画面

ボイラドラム
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車

車+ごみ

－

＝

ごみの重さをはかるしくみ

ごみの重さ

工場棟 資源回収棟

工場棟には、2種類の破砕設備が設置されています。
一つは、庭木などの手入れをしたときに出る剪定枝を細かくする設備です。
もう一つは、家具などの可燃性の粗大ごみを細かくするための設備です。

自然の野山では、枯れ落ちた枝葉は土に還り土壌を豊かにします。
家庭で庭木を整えたときなどに出る剪定した枝は、細かくして土壌
の改良材などとして市民の皆さまにご利用をいただいています。
剪定枝は2段階の工程でチップとミンチになります。

ごみを積んだ車が重さをはかっています。計量機は入口と
出口にあり、入口ではごみと車両の重さをはかり、出口では
車だけの重さをはかります。差し引きするとごみの重さが
わかります。

資源として再利用できるものとしては、びん、ペットボトル、プラ
スチック製容器包装、かん類、衣類などさまざまなものがあり
ます。ここでは正しく分別をして、それぞれのヤードで保管を
しています。

ごみ収集車、市民の皆さまの持ち込みなど、プラットホームに
ごみを運ぶすべての車がここで重さをはかります。

保管された資源は、再生工場に運ばれリサイクルされます。

家庭でいらなくなったものや使い終えたものも正しく分別する
ことで、再び資源として利用することができます。

剪定枝や粗大ごみを細かくする破砕設備のしくみをみてみましょう！

剪定枝の破砕設備 可燃性粗大ごみの破砕設備

細かくして資源！！ 細かくして熱利用！！

資源回収棟は、ごみの重さをはかる計量機と、市民の皆さまから持ち込まれたごみや資源の受け入れ保管を行う設備
があります。ごみや資源を積んだ車両は、車ごとはかることができる計量機でごみの重さをはかったあと、建物内の
指定場所で荷下ろしします。その後、資源は正しく分別され、決められた場所で保管されます。

持ち込みの資源は、適正に分別保管し再利用されます
分けて資源！！

タンスなどの大型の家具で可燃性のものは、可燃ごみ破砕機で
切断し細かくしてから燃やします。燃やすことで容積を小さくする
とともに、エネルギー回収により、熱を取り出し発電に利用して
います。

持ち込まれた粗大ごみのうち
可燃性のものを集めます。
可燃性とは燃やすことができ
るもののことをいいます。

最初に、ゆっくりと回転する破砕機で粗く砕き、チップ化します。

チップ化した剪定枝を植繊機
でふわふわしたミンチ状に
します。こうすることで、空気を
含み発酵がよく進むことから
質のよい堆肥になります。

重たい刃で切断しながら、
細かくしていきます。

市民の皆さまに無料で配布
し、堆肥やマルチング材、土壌
改良材などとして利用いた
だいています。堆肥として利用
いただくポイントは、ご家庭
でしばらく保管し完熟させる
ことです。

可燃ごみ破砕機は、ごみピット
とつながっています。
細かく破砕された粗大ごみ
は、そのままごみピットに投入
されて、燃えるごみと一緒に
焼却されます。 再生かん 再生びん

計量機 ストックヤード

再生
ペットボトル

再生
プラスチック製品

作業着

植繊機

破砕機

可燃ごみ破砕機
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ふじさんエコトピアふじかぐやの湯

工場棟へ

資源回収棟

循環啓発棟

工場棟

循環啓発棟

富士山のふもとに位置する富士市の美しい環境を未来に伝えていく
ためには、少しでもごみを減らし、資源を大切にしていくことが重要です。
そのため市民の皆さまとともに環境やごみについて学び考える場を
整備しました。
不要になった家具を再生して展示販売するコーナーや体験的に環境を
学ぶコーナーも設置されています。家族やグループで、楽しみながら環境
にふれる充実の一日を過ごすことができます。

ごみを燃やすと熱が発生します。その熱を利用してつくったお湯で
さまざまな種類のお風呂を楽しめる施設が「ふじかぐやの湯」です。
私たちの暮らしからは、毎日、不要になったものや使い終わったもの
がごみとして出されていますが、少しでも有効に活用し、地域と融和
する施設を目指しています。

さまざまな種類のお風呂は、ごみを燃やすときの熱を利用した
お湯で満たされています。安らぎ・憩いの空間を創出しています。 

お風呂に入って余熱体験 

学習展示や講座などを楽しんでいただきながら、一人ひとりが
できる取り組みについて考える場を創出します。

富士山麓で集う・憩う・学ぶ 

ごみが熱に、熱がお湯になるのを
体験してみましょう！

地域の環境学習拠点で3Rを
体験してみましょう！
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資源回収棟

循環啓発棟

工場棟

生ごみには水分が多く含まれます。生ごみ
のうち約8割が水分です。水切りなどで
水分を減らすだけで、いろいろなメリット
があります。

ごみを正しくしっかりと分別するメリット
はつぎのとおりです。

まだ、食べることができるのに捨てられて
しまう手つかずの食品や過剰に取り除か
れた野菜の皮などを食品ロスといいます。
生ごみのうち約1割は、手つかずの食品
です。安売りにつられてたくさん買って
食べきれなかった食品、まとめ買いを
して冷蔵庫の奥で忘れられてしまった
食品など、毎日の暮らしのなかの「もった
いない」を減らしていくことが大切です。

ルールに従ってごみを
しっかり分別する

食品ロスを減らす生ごみを水切りする

ひと絞りすることで、ごみが
腐りにくくなり、悪臭をふせぐ
ことができます。

メリット

1

水分を減らすとごみが高温で
燃えやすくなります。高温で
燃やすことで発電量をアップ
することができます。

メリット

3

ごみが軽くなるので、ごみ出し
が楽になります。

メリット

2

資源を有効に使うことがで
き、循環型社会づくりに貢献
できます。

メリット

1

施設を長く使うことができ
ます。メリット

3

安全なごみ処理を行うことが
できます。メリット

2

運ばれてくるごみのなかには、
資源として再利用できるもの
が含まれています。

割れたガラス、鋭利なものなど
は、働く人のケガなどにつながる
こともあります。

ガスが残ったままのスプレー缶
や異物が混ざっていると、爆発
や火災、機械の故障などにつな
がることがあります。修理には
たくさんの費用が発生します。

新環境クリーンセンターの
建設にはおよそ227億円の
費用がかかっています！

大切に長く使っていくために、
ご協力をお願いします！

富士山麓の豊かな自然を未来に伝えていくために一人ひとりにできることをご紹介します！
 ぜひ、できることから取り組んでみましょう。

屋外啓発ゾーン・森林環境創造ゾーン

新環境クリーンセンターには、屋外を利用した2つのゾーンが整備されています。
屋外啓発ゾーンは、リサイクル品を利用したエコな遊具や、休憩できるあずまや、

生ごみをつかった堆肥を利用した畑があります。
森林環境創造ゾーンは、造成工事で発生した岩や残土を有効利用して地形を形成しています。

富士市の森林や水辺に見られる自然環境を観察できます。

消費期限と
賞味期限は
どう違う
のかな？

ふじさん
エコトピアの展示
「ごみの分別

なぜ？なに？事典」を
みてみましょう！

に取り組もう！
3R Reduce

ごみをできるだけ出さないよう
にすることです。

一度買った製品などを、何度も
繰り返し使うことです。

使い終わったものを、再び資源
として再利用することです。

リデュース
Reuse
リユース

Recycle
リサイクル

3Rは、Reduce（リデュース）、Reuse（リユース）、Recycle（リサイクル）の3つのRの総称です。
ごみを減らして循環型社会をめざす合言葉です。

一人ひとりができる取り組み

森林環境創造ゾーン

屋外啓発ゾーン


